












年に発足した「全欧安全保障協力会議（CSCE: Conference of Security and Cooperation 
on Europe）」と同会議が 1995 年に名称を変えて誕生した「欧州安全保障協力機構（OSCE: 











間安保協力のための努力の一環として 1990 年に「アジア安保協議（CSCA: Council for 
Security Cooperation in Asia）」 と「 北 太 平 洋 安 保 協 力 対 話（NPCSD: North Pacific 
Cooperative Security Dialogue）」が提議されたことがある。これらは初期に提案された
モデルである。現在運営されているアジア太平洋地域の多国間安保協議体としては、1994
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年に発足した「ASEAN 地域フォーラム（ARF: ASEAN Regional Forum）」と 1993 年
に発足した非政府会議「アジア太平洋安全保障協力会議（CSCAP: Council for Security 








Northeast Asia Cooperation Dialogue）」が発足し、韓国政府は1994年に政府レベルでの「北


























諸国は 60 年代末にソ連及び東欧の国家との「相互兵力削減（MBFR: Mutual Balanced 
Forces Reduction）」交渉の論議を開始するようになる。このような東西間の和解的ジェ
スチュアとともに CSCE 形成の雰囲気が醸成されることによって、1970 年の西ドイツと
ソ連及びポーランドとの国交正常化や 1971 年のベルリン問題の解決のための「四ヶ国
条約（Quadripartite Agreement）」の締結、1972 年の弾道弾迎撃ミサイル（ABM: Anti-
Ballistic Missile）条約と第一次戦略兵器制限交渉（SALT-I）の締結を経て、CSC 開催に




終的に加盟国が 1990 年 12 月に「パリ憲章（Charter of Paris）」を採択することによってヨー

















協力会議（CSCAP）、及び「国際戦略研究所（IISS: International Institute for Strategic 
Studies）が 2002 年から毎年開催している「アジア安全保障会議（ASC: Asia Security 
Conference）」をあげることができる。その他、 ASEAN（Association of Southeast Asian 
Nations）10 カ国が中心となって韓国、中国、日本の三国が参加している ASEAN+３で
は政治・安保分野に関する論議も行われており、「アジア太平洋経済協力（APEC: Asia-














解決のために作られた「朝鮮半島エネルギー開発機構（KEDO: Korean Peninsula Energy 
Development Organization）」を挙げることができる。




研究所（IGCC: Institute on Global Conflict and Cooperation）」が主管して 1993 年 10 月






らしばらく欠席している。NEACD の参加者たちは 2008 年 11 月までに 19 回会議を開催
し、多様なテーマにわたる地域安保の原案を論議してきた。非政府間民間レベルの多国間
安保対話としては、その他に「北太平洋学術交流会議北海道（Hokkaido Conference for 




























間同盟体制（bilateral alliance system）」や国連を中心とした「集団安保体制（collective 










は、「一般化された行為原則（generalized principle of conduct）」、「関連のある価値観の
不可分性（indivisibility of values）」、「特定的互恵性（specific reciprocity）」がある。多
国間主義は、民主主義の原理のように人々の間で共有されている「普遍的基礎」の下で機














































































































































6カ国会議の発足以前である 1996 年４月には４カ国会議が提案され、1999 年までに6回
開催された。この４カ国会議は米韓両国の首脳が提示する「朝鮮半島での恒久的な平和体
















































ている。このような初期の信頼構築は 1977 ～ 1978 年のベオグラード会談、1980 ～ 1983
年のマドリッド会談、1986 ～ 1989 年の間のウィーン会談を通じてより発展させられてゆ
き、ヨーロッパの冷戦終結後、1992 年7月にウィーン CSBMs（Confidence and Security 










Committee）」活動をより強化し、FSC で CSBMs に関する協議が継続できるようにする
とともに、軍縮問題や領空開放問題などを扱うことができるようにし、「グローバルな軍


































　ASEAN 地域フォーラム（ARF）は 1992 年、第４回シンガポール ASEAN 首脳会談に
おいて拡大外相会議（PMC: Post Ministerial Conference）の枠を利用し、ASEAN 及び
域外国家間の政治安保対話を推進することに合意して 1994 年7月に発足した。ARF は
CSCE/OSCE をモデルとするアジア太平洋地域で唯一の多国間安保協議体といえるもので
あり、高級事務レベル会合（ARF-SOM: ARF-Senior Officer Meeting）や各種インターセッ
ショナル会議で域内安保情勢に関する意見を交換し、信頼構築及び予防外交を通じて域内
平和と安定を追求している。特に年２回開催される「信頼醸成措置に関する ARF インター

























































鮮は 1994 年に「ジュネーヴ基本合意」を通じて、核開発を中断する意志を示し、2005 年
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